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はじめに

新潟県放射線監視センターは， 7基の沸騰水型原子炉（合計 821.2万kW)を

有する柏崎刈羽原子力発電所周辺の環境放射線監視を目的として設置され，柏

崎市に本所，新混市に新潟分室を配置して環境放射線モニタリング，調査研究

等の業務を行っています

国原子力事業者，県等は，福島第一原子力発電所事故を踏まえ，緊急時に

は連携して迅速かつ適切に対応できる体制を構築しています．当県は，ハード

面では，発電所から概ね 10km~30kmの範囲にモニタリングポスト 17局を増設

し， UPZ地域 126カ所に緊急時用の放射線測定器を配置しました．さらに，平

成 29年度から 3年計画で大気モニタを整備して放射性プルームも把握できる

ようにしまずソフト面では，モニタリング要員の研修を充実すると供に，モ

ニタリングポスト 17局及び放射線測定器 126カ所の測定値をホームページ等

で公開して多くの方々が日常から放射線レベルを認識できるようにしていま

す．また，過去の核実験等に由来する人工放射性核種の分布を把握するため，

水準調査，県内全域バックグラウンド調査及び長半減期核種分布調査を実施し

ていまず

ところで，先日，事故に対応した福島県職員のお話を聴く機会があり，次の

教訓を学びました

①関係者は，緊急時モニタリングの優先事項について認識を一致させておか

なければならない

②実測データは重要であるが，信頼されるものをわかりやすく提供しないと

活用されない

③細かい指示がなくても適切にモニタリングできる人材は，可能な限り多く

養成しなければならない．

当県の対応は，これらの教訓を反映しておりますが，さらに充実させなけれ

ばならないと決意を新たにしたところです．

このたび，平成 29年度の業務及び調査研究の成果を取りまとめた新潟県放

射線監視センター年報第 16巻を発刊しましたので，お届けいたします．

平成 30年 12月

新潟県放射線監視センター所長

諏訪成雄
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